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絆を大切に深化し続ける連携

ちがいを ちからに 変える交流・連携

毎年、 渋谷区ゆかりの自治体も集まる 「くみん

の広場」
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「
新
宿
の
森
・
伊
那
」で
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト

　
伊
那
市
は
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
３

月
31
日
に
、
当
時
の
伊
那
市
、
高
遠
町
、

長は

せ

む

ら

谷
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
新

宿
区
と
伊
那
市
と
の
連
携
は
、
こ
の
合
併

前
の
旧
高
遠
町
と
新
宿
区
の
関
係
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
現
在
の
新
宿

御
苑
一
帯
が
高
遠
藩
主
内
藤
家
の
下
屋
敷

で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
甲
州
街
道
の
新
し

い
宿
場
「
内
藤
新
宿
」
と
な
り
、
今
の
新

宿
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
縁
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
、

旧
高
遠
町
と
新
宿
区
の
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
仲
立
ち
で
、
高
遠
固
有
の
種
で
あ

る
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
10
本
が
高

遠
町
か
ら
新
宿
区
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
新
宿
区
と

旧
高
遠
町
が
友
好
提
携
を
宣
言
。
合
併
後

の
伊
那
市
と
の
間
で
も
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
に
友
好
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
新

宿
の
森
・
伊
那
」
事
業
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
度
か
ら
伊
那
市

の
市
有
林
の
一
部
を
新
宿
区
が
借
り
受

け
、
毎
年
約
30
㌶
程
度
、
間
伐
に
よ
る
森

林
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
を
行
い
、
木
々
の
成
長
を
促
す

こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
促
し
、
区

内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
相
殺
す
る

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
伊
那
市
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
宿
の
森
」

の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
は
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
か
ら
は
群
馬
県

絆を大切に深化し続ける連携

　
新
宿
区
は
、
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
新
宿
副
都
心
や
、
全
国
有
数
の
繁
華
街
で

あ
る
歌
舞
伎
町
、
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
神
楽
坂
、
多
文
化
の
ま
ち
大
久
保
な
ど
、

多
様
な
顔
を
持
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
宿
区
の
国
内
唯
一
の
友
好
都
市
が
長
野
県
伊い

な

し
那
市
。

合
併
前
の
旧
高た

か
と
お
ま
ち

遠
町
と
の
友
好
都
市
提
携
か
ら
31
年
間
、
交
流
を
積
み
重
ね
、
絆

を
大
切
に
、
連
携
・
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

  

31
年
間
の
友
好
関
係
で
相
乗
効
果
も

伊那市の新宿の森での自然体験ツアー
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沼
田
市
と
東
京
都
あ
き
る
野
市
に
も
広
が

り
ま
し
た
。

　
区
が
行
う
自
然
体
験
ツ
ア
ー
で
は
手
ノ

コ
の
使
い
方
を
地
元
の
人
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
間
伐
作
業
を
体
験
し
た
り
、
間

伐
材
を
使
っ
た
木
工
作
な
ど
、
区
民
に

と
っ
て
は
都
会
で
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
区
立
小
学
校
の
児

童
が
伊
那
市
を
訪
れ
、田
植
え
や
稲
刈
り
、

新
宿
の
森
で
の
間
伐
や
森
林
散
策
な
ど
を

経
験
す
る
移
動
教
室
も
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
か
ら
は

農
家
に
宿
泊
し
て
田
舎
体
験
を
す
る
「
農

家
民
泊
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に

木
の
温
も
り

　
新
宿
区
と
伊
那
市
と
の
連
携
事
業
で
、

心
温
ま
る
取
り
組
み
が
、
誕
生
祝
い
品
事

業
で
す
。
新
宿
区
で
は
伊
那
市
の
木
工
職

人
が
作
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
誕
生
祝
い
品

と
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
贈
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
度
か

ら
は
区
内
で
「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」

を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊

び
創
造
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
伊
那
市
で

作
ら
れ
た
木
製
玩
具
や
、
木
製
の
離
乳
食

用
食
器
な
ど
８
種
類
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ん
で
い
た
だ
い
て
、お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

伊
那
市
は
こ
の
事
業
に
よ
り
一
定
量
の
木

製
品
が
生
産
で
き
る
こ
と
に
よ
る
産
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
名
付
け
て
、「
ウ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
事

業
」。
都
会
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、

生
ま
れ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
木
の
温
も
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
初
の
取
り
組

み
で
す
。

　
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
５
月
に
伊
那

市
の
木
工
職
人
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

「
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
伊
那
」
を
立
ち
上

げ
、
伊
那
の
総
力
を
挙
げ
て
事
業
に
取
り

組
む
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
木
工
品

も
、
手
に
し
た
子
供
た
ち
が
自
然
の
樹
木

の
質
感
・
重
量
感
・
温
も
り
な
ど
に
触
れ

る
こ
と
で
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
る
よ
う
、

伊
那
市
の
職
人
た
ち
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

区
職
員
対
象
に
農
業
体
験

ツ
ア
ー
も

　
職
員
の
相
互
派
遣
交
流
も
行
っ
て
い
ま

す
。
新
宿
区
、
伊
那
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

人
ず
つ
２
年
間
、
研
修
と
い
う
形
で
相
互

派
遣
し
て
い
ま
す
。
互
い
の
業
務
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に

帰
っ
て
か
ら
も
交
流
の
窓
口
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
区
職
員
を
対
象
と
し
た
農
業

体
験
ツ
ア
ー
（
１
泊
２
日
）
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
区
の
担
当
者
は
「
友
好
都
市
と

は
い
え
、
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
。
職
員
の
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
伊
那
市
は
花
卉
栽
培
が
盛
ん
で
、
毎
日

多
く
の
人
が
訪
れ
る
新
宿
区
役
所
本
庁
舎

の
１
階
ロ
ビ
ー
で
毎
月
、
伊
那
市
特
産
の

生
花
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
新
宿
区
は
、
伊
那
市
と
民
間
と
の
橋
渡

し
も
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
、
新
宿
区
と
伊
那
市
と
の
友
好
提

携
10
周
年
の
節
目
に
、
伊
那
市
と
伊
勢
丹

新
宿
本
店
が
連
携
し
、
伊
那
市
フ
ェ
ア
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に
、
旬
の
野
菜
の

販
売
に
加
え
て
、
味
は
変
わ
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
少
し
形
が
曲
が
っ
て
い
た

り
、
色
が
悪
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、
通

常
な
ら
店
頭
に
並
べ
ら
れ
な
い
野
菜
を
、

全
国
の
食
の
名
店
が
総
菜
に
調
理
し
て
販

売
し
ま
し
た
。

都
市
と
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

　「
新
宿
区
総
合
戦
略
」
で
は
、「
伊
那
市

と
の
交
流
・
連
携
を
中
心
に
、
都
市
と
地

方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、
補
い

合
い
な
が
ら
、共
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
」

と
定
め
、
新
宿
区
は
、
伊
那
市
と
の
友
好

関
係
の
ほ
か
、
他
の
自
治
体
と
の
交
流
・

連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
19
日
に
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
新
宿
区

　
若
者
の
つ
ど

い
２
０
１
６
〜
Ｗ
Ａ
に
な
ろ
う
新
宿
〜
」

で
は
、
伊
那
市
に
加
え
、
三
重
県
、
長
野

県
白は

く
ば
む
ら

馬
村
、
千
葉
県
木き

さ

ら

づ

し

更
津
市
、
栃
木
県

塩し
お
や
ま
ち

谷
町
が
ブ
ー
ス
を
出
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。大
ホ
ー
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
に
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
誕
生
祝
い
品

各
都
市
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
も
登
場
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
他
の
自
治
体
と
も
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
交
流
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
交

流
・
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
伊
那
市
と

の
交
流
に
つ
い
て
は
、
旧
高
遠
町
と
友
好

関
係
を
結
ん
で
か
ら
31
年
、
絆
を
深
め
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
着
実
に
連
携
し
、

と
も
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　「
内
藤
新
宿
」
の
縁
や
、
31
年
間
の
歴

史
で
培
っ
た
絆
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
連
携
・
交
流
が
深
化
し
続
け
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若者のつどいでは交流都市のブースを設け、

ステージではＰＲタイムも
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沼
田
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と
東
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都
あ
き
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に
も
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が
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ま
し
た
。
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験
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ー
で
は
手
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を
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の
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伐
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業
を
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し
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、
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木
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、
区
民
に

と
っ
て
は
都
会
で
で
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な
体
験
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ま
す
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、
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で
は
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以
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、
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が
、
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（
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成
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２
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。
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れ
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。
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０
１
６
（
平
成

28
）
年
、
新
宿
区
と
伊
那
市
と
の
友
好
提

携
10
周
年
の
節
目
に
、
伊
那
市
と
伊
勢
丹

新
宿
本
店
が
連
携
し
、
伊
那
市
フ
ェ
ア
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に
、
旬
の
野
菜
の

販
売
に
加
え
て
、
味
は
変
わ
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
少
し
形
が
曲
が
っ
て
い
た

り
、
色
が
悪
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、
通

常
な
ら
店
頭
に
並
べ
ら
れ
な
い
野
菜
を
、

全
国
の
食
の
名
店
が
総
菜
に
調
理
し
て
販

売
し
ま
し
た
。

都
市
と
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

　「
新
宿
区
総
合
戦
略
」
で
は
、「
伊
那
市

と
の
交
流
・
連
携
を
中
心
に
、
都
市
と
地

方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、
補
い

合
い
な
が
ら
、共
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
」

と
定
め
、
新
宿
区
は
、
伊
那
市
と
の
友
好

関
係
の
ほ
か
、
他
の
自
治
体
と
の
交
流
・

連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
19
日
に
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
新
宿
区
　
若
者
の
つ
ど

い
２
０
１
６
〜
Ｗ
Ａ
に
な
ろ
う
新
宿
〜
」

で
は
、
伊
那
市
に
加
え
、
三
重
県
、
長
野

県
白は

く
ば
む
ら

馬
村
、
千
葉
県
木き

さ

ら

づ

し

更
津
市
、
栃
木
県

塩し
お
や
ま
ち

谷
町
が
ブ
ー
ス
を
出
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。大
ホ
ー
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
に
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
誕
生
祝
い
品

各
都
市
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
も
登
場
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
他
の
自
治
体
と
も
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
交
流
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
交

流
・
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
伊
那
市
と

の
交
流
に
つ
い
て
は
、
旧
高
遠
町
と
友
好

関
係
を
結
ん
で
か
ら
31
年
、
絆
を
深
め
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
着
実
に
連
携
し
、

と
も
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　「
内
藤
新
宿
」
の
縁
や
、
31
年
間
の
歴

史
で
培
っ
た
絆
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
連
携
・
交
流
が
深
化
し
続
け
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若者のつどいでは交流都市のブースを設け、

ステージではＰＲタイムも
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